
兵庫県損害保険代理業協会 神戸支部 11月例会

保険業法改正施行後６カ月経過いたしました。

金融庁は、制度を定着するには、この1年が大事だと考えているで

しょう。また、損保に対しては、全代理店が対象であることの認識

が乏しい面があると考えている。

講演をお聞きしていただき現状を把握して更なる取組を推進して

いくと共に、保険代理業経営者は、今日まで会社経営について考え

なくても存続が出来ました。代申と言われる保険会社の言うことを

聞いて数字だけあげていれば飯は食えました。ところが近年そうも

いかなくなってきました。

そこで、自分の頭で「将来のあるべき姿を創造」し、経営指針

（経営理念、経営方針、経営計画）を成文化し、実践することで

「自律自立」の経営を目指すこと。
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